
 

ETC の新車への標準装備化等に関する要望書 

 

 

ETC（有料道路自動料金収受システム Electronic Toll Collection System）の普

及促進につきましては、平素から多大なる御尽力を頂いており、厚

く御礼申し上げます。 

 ETC について、６道路会社は平成１３年３月からの試行を経て、

整備の全国展開を図るとともに、ETC 割引の導入等をはじめ、国土

交通省等と共同して普及促進を図ってきており、現在では、その利

用率は全国で既に７割以上に達しております（利用台数ベース）。 

 ETC はお客様の利便性、快適性はもとより、料金所周辺の環境改

善に大いに寄与していますが、ＥＴＣの普及促進を図り、更なる環

境改善を進め渋滞等の社会的損失を減少させることは喫緊の社会的

要請に応えることにも繋がると考えております。 

しかしながら、国産車、外国車の一部は ETC が標準装備されてお

りますが、未だ多くの車種には標準装備がされておりません。 

お客様が個人で ETC を装備するよりも、新車の全てに ETC 標準

装備される場合、外国車を含め全ての販売店等において ETC の装備

化が図られる場合等には、よりお客様の利便性が高まり、更なる ETC
の普及に繋がることとなり、その結果、社会的要請に応えることに

もなるものと考えます。 

つきましては、国内で販売される新車に ETC の標準装備化等、

ETC の普及促進に繋がる方策を行って頂きますよう、ここに要望し

ます。 

 

平成２１年３月１２日 
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【ETC セットアップ台数の推移】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【ETC の利用状況】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

セットアップ件数の推移【再ｾｯﾄｱｯﾌﾟ除く（H21.1.31現在）】
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ETC利用状況の推移
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Ｈ21.2/13-H21.2/19
約557万台/日
利用率76.9%

H13.12全国展開後

約5万台/日

利用率0.9%



【ETC のメリット】 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

【渋滞減少効果の事例】 
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